
文化史０９ 鎌倉時代 鎌倉文化②文学・学問 
 

◇和歌 

『         』編集 

        の命で、 

        が主な選者。   

和歌を    武士も増加。 

①鳥羽院の   の武士だっ 

た    『      』 

②     『       』 

※金    、槐       

◇軍記物語 

 平家物語が、文字の読めない 
武士や庶民にまで広まること 
ができたのはなぜだろう？ 

『      』･･･       

により｢   ｣として語られる。 

祇園精舎の鐘の声、       

の響きあり。沙羅双樹の花の色、 

盛者必衰の理を表す。 

他に『保元物語』『平治物語』 

『源平盛衰記』など。 

◇説話集 

『       』 

･･･     による説話集。 

 『     』 

･･･    による仏教説話集。 

◇随筆 

 『     』･･･      作。 

  ゆく河の流れは絶えずして、またもと 

  の水にあらず。淀みに浮かぶうたかた 

は、かつ消えかつ結びて、久しくとど 

まりたるためしなし。世の中にある人 

と住みかと、またかくのごとし。 

 『     』･･･      作。  

◇歴史書 

 『      』･･･    が歴 

史を貫く    を探った書。 

      に基づき、“    の世” 

 の到来を   の必然と考え、後鳥 

 羽上皇の      を止めようと 

した。 

◇鎌倉幕府の正史 

 『        』 

あづまとは    。東国の正史。 

 北条   家が書いたもの。 

源義経に好意的。 

（暗に     批判） 

 ◇仏教史 

        「      」 

  元亨 2年に朝廷に献上された 

  日本仏教史。 

 ◇旅日記（    の発達） 

『       』     作。 

     のため鎌倉に旅した紀 

行文。他に『東関紀行』、『海道記』 

 ◇学問 

①          

  朝廷の儀礼や先例を研究。 

         『      』   

         を起こす前に宮中の 

   しきたりや    を後世にまとめ 

   残した。    

②       …       

  が建てた図書館（横浜市金沢区） 

 ③       …伊勢神宮の神 

官の      がうちたてた 

神本仏従の   理論。元寇に 

よる   思想の高まりが背景 

 

 

 

 


